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い た と す る な ら ば、
いった
いどの












































































































































































































































































命 に あ る こ と を 表 す。
またこ
の卦は十二
消息卦の
一っ
で、
七月
に配当し、
陰が漸く長じ
（伸
び）、
陽が次第に消する
（
ちぢ
ま る
）
過程
を示す。
小人
が日
々
に勢いを得、
君子
が日
々
勢いを失っていくなり
ゆき
を表す。
霊運
の
「祖徳を述
ぶ
る詩」の序に、
「太元中
、
王
父窟定淮南、
負荷世業、
尊主
隆人、
逮賢相祖謝、
君子道消 、
彿衣蕃岳
、
考卜東山」
（太
元中、
王父
は淮南
を廂定し
、
世
業を負
荷し、
主を尊び人
を隆
んに
す。
賢相の狙謝し、
君子
の道消するに逮
び、
衣を蕃岳に払い、
卜を東山に考う
）
と
い い、
祖父
謝玄が宰相
謝安亡
きあと、
小人た
ちの跳
梁 す る
中央を去っ
て郷里の
一
地方官となったことを、
また
「歯陵
王の
募
下の作」に「脊言懐君子、
沈痛結中腸、
道消結憤惑、
かえり
ここ
運開
申悲涼」
（巻
み
て言に君子を懐い、
沈痛は中腸に結
ぶ。
しょう
道消して憤意を結
ぶも
、
運開
けて悲涼を申
ぶ
）と
い い、
宋
の朝廷が徐羨之らにより少帝は廃位、
のち
殺害、
直陵王劉
義真も庶人に降格、
のち
殺害されたことを「道消して」と
いい、
の
ち文帝
によりそ
の名誉が回復
されたことを、
「運
開けて」といったのである。
次に
「泰茅」の語の用
例であるが、
「曇隆
法師の誅」の
冒頭にそれを見ることができる。
「仰尋
形識、
俯探理類
。
採磐
知律、
抜茅観彙。
物以震異、
人以智貴。
即是
肺明
、
観
整意謂」
（仰
いで形識
を尋ね、
俯して理
類を探る
。
声を採
りて律を知り、
茅を抜いて彙を観る。
物は霊を以て異に、
人は智を以て貴し。
即ち
是れ神明にして、
意謂を観
鑑す）
と。
すなわ
ち、
人は形状や標
識を認識し、
道理や法則
を探る、
たとえ
ば自然界の音声から音律を感得
し、
茅を引き抜いて
(35) 
その根に
繋がる同類
を観察するという
ようなものだ、
万 物
はその
霊
能に
より不思
議な力を表
すのに対し、
人は
智恵
に
より貴いのだ、
つまり
精
神の
働きに
より、
万 物
の精
髄
を鑑
別するのであるという。
ここでいう「
抜茅
」とは、
人が
万
物の霊
性を察
知する
智力
を意味する
ようで、「折楊柳行」
のそれとは
直接
の関
連はなさそうである。
さて、
問題
はこの二語
を用いた「否
桑は未だ
繋くるに
易
からず、
泰茅
も重ね
ては
抜
き難し」の対旬の
深意
をどう
汲
み取
るかということである。
王弼
注・孔
頴
達正
義を
基にし
つつ解釈すれば、
上の
旬は、
否
卦九
五の尊
位に
居る
大人、
即ち天子の
みが否
(11閉
塞）
の
気運
を休
息
させ
泰平を
取り
戻すことができる だが、
君子
の道が
消する
険難な時に
居
るので、
心中つ
ねに
危機
を意識
して
戒慎
し続けることが自(3) 
らの
安全
を確保する
(11
茜桑
に繋
く）
道だ。
しかし、
その
道を
とることはま
だ容易
ではない、
という。
また、
下の
旬
は、
泰の
内卦乾
（図）
において、
初九
（庶
人の
位）
は九
二
（士の位
）・九
――-
（大
夫の位
）
とともに構成する
三 陽
交の
グ
ループ（
類）
の首
位であり、
初九
が
上卦（外
卦）
に挙がろ
うとすると
他の
九―
―・
九三
の一―交
も同
調し
て挙がろうとす
る。
それは
恰も
茅
を抜
こうとすると、
根が
繋がっ いてそ
の同類も一
緒に
抜け
てくる
(11
抜茅茄
、
以其
彙）
ようなも
のだ。
そして
外卦
坤（
図）
は
柔順にこれに応じ、
拒もうと
しないので
三 陽
はみな志
を得るのであ
る。
以上が
泰の初
九
(4) 
の交
辞と小
象の内容
のあらましである。
詩の下の句は上述
のよ
うに、
かつて下
級人
士の同志に
よる
行動に
支配層
が応
じて上下相
協和
する盛
世
を現出したことがあったが、
それ
も再
びは実現し難い
歎ず
るものであろう。
次に
詩の末
尾 「
語獣寄
前哲
」につ
いて、
上述
の諸注釈の
指摘を見ることとし
よう
。 「
語獣」は、
各書みな
『易』
繋
辞伝
上「
（孔
）子
曰、
君子之道、
或出
或虜
、
或獣
或語。
一―
人同心、
其利
断金。
同心之言、
其臭
如蘭
」
（子
日く、
君子
の道は、
或いは出で或いは
処り、
或いは
黙し
或いは語る。
二人心
を同じくすれば、
其の
利なること
金
を断
つ。
同心の
かお
言は、
其の
臭
り蘭
の如
し）
を典拠とする。
黄節
・ 李 ・
森 野
はこれに
陶淵
明「
命子」
詩の「時
有語獣
、
運 因
隆窟
」 （
時
ゎ
に語と
黙と有
り、
運は
隆と
窟に因る
）の
旬
を示す。
「前
哲
」
の語 ついて
森野は次の
ように
詳説
する。
「前哲」は、
前代
の賢
人、
哲人。
「山居
の賦
」に
「前
哲
の
遺訓
を仰
ぎ、
性情の
便
とする所に
俯す」
（
昔の哲人の遺
おし
された
訓 へを
仰ぎ慕
い、
我が性情の便とする所
に従
ふ）
とあり、
その自注
に「此
の山
に経
始し、
訓 へ
を後に遺す
を謂
ふなり。
性情は各
々便
とする所有り、
山居
は是れ其
(36) 
謝霊運
の楽
府
の作
が多
く晋の陸
機
(-
エハ
一
S三
0三）
の
それと同
題で
、
陸詩を模
擬し
ている
というのは
周知
の通り
である
。
上述
のように
「折楊柳行」
も陸
機に同
題
の作
一首
がある
。
左に掲
げて
、
謝詩と
の関
連を検
討したい。
折楊柳行
陸機
逝芙垂天景
遊たり
垂天の景
牡哉奮地雷
壮な
るかな
地に
奮う雷
隆隆岩久響
隆隆た
るも
登に
久しく
響か
ん
くず
華光恒西隈
華光も
恒に西に隈る
おわ
日落似有覚
日の落
つる
や
覚り有る
に似た
り
時逝恒若催
時の
逝くや
恒に催さ
る
るが若し
四
の宜
しきなり
。
『易』
に云ふ
、
晦に向か
ひて
入り
て宴息
つか
すと。
荘周云ふ
、
自ら其
の心に事ふと。
此の二
は是
れ其
の処す
る所なり
」
とある
。
「山居
の賦
」
における
「前哲」
は 、
霊運
の祖父
であ
る謝玄を
指し
てい
るが
、
その
謝玄
の
生き
方は
「祖
徳を述ぶ
る」
詩に言
うように出
処進
退を
わ
きまえたも
ので
あった
。
つまり
「前哲」
とは
『荘子』
や
『易』
の作者ら
、
更には
『荘子』
『易』
に基づ
い
て出処
(5) 
進退
をわきまえ
てい
た人物を指
すようである
、
と。
仰悲朗月運
仰い
では朗
月の運るを悲しみ
坐観跛蓋
回
坐して
は縦
蓋の回
るを観る
盛門
無再人
盛門に
は
再び
入る無く
衰房莫苦開
衰房
苦だ
は
開く莫し
人生固已短
人生
固よ
り已に短く
すくな
出慮鮮為諧
出処
為に諧
う
こと
鮮し
悽慨惟昔人
懐慨
して
昔人
を惟い
興此千載懐
此の千
載の
懐を興す
升龍悲絶慮
升韻
絶処
を悲
しみ
葛篇髪條枚
菖苗蜘
條枚
を変
ず
贈麻岩虚歎
鼎麻
盈に虚し
く歎か
んや
かなし
なげ
曾是感興推
曽ち是れ
感み
と推きと
やす
咀意無足歓
意を張
んぜんとするも
歓ぶに足
る無し
願言有餘哀
願い
て言に
余哀有
り
第一
段
落
(1
S6
)
は 、
陽光
も雷鳴も終
息
の時が来る
こ
とをいう
。
こ
れは帝
王にも
死
の訪れ
がある
ことを
醤喩
した
もの
であ
ろう
。
第二段
落
(7
S10
)
は 、
めぐ
る朗月と星座を
載せ
て回
転
する
天空
、
そ
の夜景を観
察し
て悲哀
することをい
うが
、
悲
哀のゆえんは
盛門
がたちまち
衰房
に変わ
る世
の無
常に慇じ
てで
あ
ろう
。
祁立権は
『老
子』
第五十八章
「禍
や福
の俺る
(37) 
所、
福や
禍の
伏する所
」の句
を引
いて、
「盛
衰常
無く、
吉
凶域
を同じくす、
今の盛
門は、
将来
の
衰厨
なり。
詩の意に
(6) 
深感
有り」と指摘する。
朗月に
象徴される
夜景
は、帝王の
死に
伴う
権
力の
交替
を意味するものか。
第三
段落
(11
S14
)
は、以上に述べた
ような、変転する
世事
に対
処するには人生はまことに
短い、
この
昔人の感
慨
をあらためて同感
することをいう。
第四
段落
(15
S20
)
の最
初の旬は、
黄帝が
首山の
銅
を採
り鼎
を完成した後、
迎えに
来た
龍
に
騎って
昇天した時、
従
い上
ることができ
なかった小臣や
百姓
が
号泣
した
伝説
（ 『
史
記』
封禅書
）、漢
の張
衡はそれを
i
釧 叫
を鼎
湖
に想う」
（「
西 京の賦」
）
と述べいる。
また、
次の
旬は、
「葵
莫たる
葛
謳は、
條 枚に
施えり」
（『詩経』
大雅
・旱
麓）
に拠
り、
葛や
謳の
蔓草
が、
そのまといつく
木の
枝や
幹
を変えることをい
う。
あわせて帝王の
死に
より、
権臣たちがその依附
する相
手を
変えることを
讐喩したものであろう。
あとの四
旬は、
こうした
権力をめぐる
醗態に対する
憂傷
の想いを述べたも
のである。
祁立
権は、
「詩
の作、
其れ趙王
倫
の
纂位
の事に感じたる
か。
晋書・
恵帝
紀
、
永寧
元年春
乙丑
、趙
王倫
帝位を
纂い、
帝を
金庸城
に
遷し、
号し
て太
上皇と曰う」という。
謝霊運の作は、
雪と
風の天
象
を以て始め、
時の速やかな
経過
を述べ、
時世
の
険難に
処するに前
哲の
教えに従うこと
をいって結ぶ。
構成において
陸機の作を
模擬
しているのは
確か
なことと思う。
しかし、
冒 頭四
旬、
そのうちの
「出
穴
風 」
は少
帝の
試虐
を暗
示する表
現かと思うが、
ことに
日
を
見る
雪が「
咬と々して
幾時か
潔からん
」とす
る
表現を
みる
と、
天子
(11
日）
の威
光に
より
消
する、この「
角弓
」の鄭
箋や
劉向の
封事の文に所謂小人
(11雪）
なる者が、
実は
潔
白の人として作者が
惜しんでいた存
在で
はないかと思うの
である。
それが
誰かと
あえて
穿慇
するならば、
、霊
運の
族
弟謝
晦ではなかろうか。
謝晦
（三
九OS
四
二六）
は、劉
裕
に
仕え
、そ
の帝位に
即
くに及んで中領
軍に
遷り、
佐 命の
功に
より武昌
県公に
封じ
られ、
少
帝の時、
徐羨
之・
偲亮
とともに
輔政の任に
当たっ
たが、その後少
帝を廃
した。
そして文帝の
即位後、
試逆の
罪に問
われ、
挙兵したが
檀道
済のため
に破
られ、
誅された。
挙兵の
際の
檄文の一
節に、
一若
し小人をして志
を得しめば、
君子の道
消し、
凡百
珍 痒の哀しみ有り、
蒼生
横 流
の憫れ
を深
くせ
ん」といい、
また、囚われて
都
に
檻送
される
路に
作った
騒体の長編「人道を
悲しむ」
の一
節に、
「 国
既に
危
うくして
童ね
て構え、
家已に
衰えて載び
昌んなり。
顛れん
(38) 
とするを
扶けて否を
休むを獲、
世道の
方に
康からんことを
翼う
」という。『宋
書』
の本
伝に、「
晦
は
風姿美
にして、
善
く言
笑し、
肩目分明、
費髪漆
を点ずるが
如し。
文義を
渉猟
して、
朗贈多通なり。
高祖
深
く愛
賞
を加
え、
栞僚及ぶもの
奥し
」とある。
『宋書』
謝弘微伝に、
謝混がその
烏衣
巷
の居
に一
族の子弟、
霊運
·贈
・
曜・
弘微
らを
集め、
文義を以て
賞会
し、
つね
に
ともに
宴処
した。
これを
「烏
衣の
遊」といい、
混の五言
詩
に「
昔烏
衣
の遊びを
為すに、
戚戚として
皆親姪
なり」と詠
っているのである。
少 帝
の廃位
試虐
をめ
ぐる文
帝と
晦
．徐
羨
之・
博亮
ら側
近
の輔
政グル
ープ
との力関
係の変化、
また
晦と
霊運との高祖
哀 を
おなじく
する
族兄
弟として
睦み合った特
別な間
柄 を
あ
わせ考
えるならば、「折楊柳行」其二の
冒頭四
旬が、
文帝
によ
り
叛逆の
罪
を間
われた晦の
運命
を悼
む表
現ではないか
と推測するのである。
以上
の検
討
を通して、
謝霊運の「折楊柳行
」 （
二
首）
其
二は、
次に述べる
ような内容
の作といえるのではないだろ
うか。
すなわち、
第一
段落
(1
s4
)
は、
降り
積む
雪が
日差
し
を見れば
忽ちに
融け、
穴から出たつむじ
風がや
がて
鎮静
す
る。
しかし、
消え
てしまった
雪の
咬た々る
潔白のさまを
忘
れか
ね、
今は
木
を揺
るがすこともない
風のかつての
聰醜
た
る音
が
耳に
ついて
離れないのだ。
第二
段落
(5
S8
)
は、
氷が
融けて春
が来たのを
覚らな
いうちに、
はや
秋が
去っていくという
ように、
ただ空しく
日時計
の指
針の
影の
遷るのを見つ
め、
貴菫
な時の
消 失を
嘆
くばかりだ、
と閉
塞
したままの世
の情
況
を打
開することが
できず、
今まで
無
為の時
間
を過ごしてきたこと
をいう。
第三
段落
(9
S12)
は、
『易
』の
否の
卦九
五の
交辞 「
茜
桑に
繋る
」とある
ように、
天子が国
家の
安全
を
固く心に
戒
慎する道もまだ見
出し得ず、
また
泰
の卦
初九
の
交 辞
「茅
を
抜く
に茄
たり、
其の
彙
と以にす」とある
ように、
上の者は
す ぐ
れた人材を
抜擢し、
下の者もす
ぐれた仲
間を推
薦し、
かくて上下相呼応、
相協
力するという
ようなこともかつて
はあったが、
重
ねては実現 難い。
この
ように否と
泰との
運が
交
互に生滅するのが世の
習わ
しであれば、
出処
進退は
先人のそれに従い、
隠遁
し
ようという。
作者が「否
桑」の語で
暗 示
しているのは、
祖父
謝
玄 が
前
秦の
大軍
を破
った
ようなこと、「前
哲 」
も謝
玄
のイメージ
が濃
厚
である。
また、「
泰茅
」は
、
この
詩中からは
読み
取
ることができないが、「
童ね
ては
抜き難し」
というのだから、
(39) 
かつてその
ような前例
があったことをいうものと推
測する
ことがで
きる。
とすれば
、
それは
安帝の
元輿三
年（
四〇
四）
、
劉裕
が同志と相
計らって、
纂 奪者
桓 玄
を打
倒し尋陽
に幽
閉
されていた
安帝を
救出し、
晋朝典
復
を実現した
よう
なことを指すのではないかと思う。
おそらくこの詩の背景には、
少 帝 を
廃し、
試虐の罪に問
われて
刑場
の露
と
消えた
謝 晦を
悼み、
また、
謝 晦を
罪に問
うて
死 を 与
えた文帝とその側
近に対する非難の意があるの
ではなかろうか。
陸機・
謝霊運の「折楊柳行
」
は、
ともに
死者への哀
悼
を通じて、
人生の
短
促と出
処の
困 難を
膜じた
歌といえ
よう。
謝霊運は、
東
晋王
朝
を支
えた
謝安・
謝
玄 の
後継者と期
待
され、
その官
界に
おける
足跡
も、
娘邪
王司馬 徳文
（後の
恭
帝）
に出
仕した
のに始まり、
劉裕
のラ
イバ
ル 劉
毅に
八年間
仕え、
その劉
毅が劉
裕に
殺さ
れた後、
劉裕
に
仕え、
その後
劉裕
の
第二
子鷹陵
王劉義
真に
顔延之
とともに
近づくなど、
起伏
に
宮む
ものだった。
彼は祖
先の
謝安や
謝
玄 の
ように、
政治
的手
腕
を発
揮し、
謝家の
代表
としての
声名を
求
めた
よ
うだが、
朝廷
（文
帝）
の評
価はその文章学
間の実力を
賞す
るにとどまった。
不満
を抱
いた
霊運は出
仕
せず、
やがて
故
郷始
寧に
帰り、
遊
娯 宴集に
熱中し、
咎め
られて免官となる。
以後五
年の
運命
は下
降の
一途
をたどってついに棄
市の
刑に
処 せ
られる。
「折
揚柳行
」
其二の作が、
もし劉向の
封事の文
を意識
し
て書いたものとすると、
その「
治乱栄辱
の端は、
信任する
所に
在り、
信任するもの
既に
賢なれば、
堅固
にして移
らざ
るに有
り
」、す
なわち天子がその
信任する
賢者に対し
堅固
不動
の信
頼の心をもち
続けることが
必
須であることを
暗示
しているであろう。
「我
が心
石に
匪ず、
転ず可から
ざる
なり」
（詩
経
・郡
風
・柏
舟）。
ここに作者のこの作に
ひそめ
た天子
（文帝
）
への批判
をみること
できる
ように思う。
注
(1)
逸欽立輯校
『先秦漢魏晋南北朝詩』
（中）
宋詩巻
ニ
・謝
霊
運・
楽府、
折楊柳行
に
「原
二首
。
按第
一
首鬱鬱
河邊樹。
乃魏
文帝詞。
今IJ」
という
。
(2)
劉向は魯詩を学ん
だので
、
そ
の引く詩も毛詩と異
文
の場
合
がある
。
「陳喬樅
・
魯詩遺説孜序」
に
「劉向
父
子世習
魯詩」
（王
先謙
『詩三
家義集疏』
序例）
という
。
(3)
『易』
否卦
•
[九
五休否
大人吉其亡
其亡
繋子笹
桑]
王弼
注
「尊
に居り
て位を得
、
能く否道を
休む者なり
。
否を小人に施すは、
否の
休むなり
。
唯大人に
して
後能＜
然る
のみ
。
故に日く
、
大
(40) 
一九
六六年）
人は吉なりと。
君子
の道消す
るの
時
に処り、
己尊
位に居
れば、
何ぞ以
て安んず可
けんや
、
故に心将に危
ならんとするに
存せ
ば、
乃ち固き
を得るなり
」
(4)
『易』
泰卦
•
[初九抜茅茄以其彙征吉]
王弼注
「茅
の物
為るや
、
其の根
を抜けば相
牽引す
る者なり
。
茄は、
相牽引す
るの
貌な
り。
三陽
志を同じくし
、
倶に志
外に在り
。
初は類の首
為り、
己に挙
がれば則
ち従う
こと
、
茅の
茄た
るが若き
なり
。
上順に
して
応じ
、
違距を為
さず。
進ん
で皆
志を得
。
故に其の類と以
にして
、
征けば吉なり
0
[象
曰
抜茅征吉志
在外]
正義曰
「志外
に在りと
は、
茅を抜く
、
征けば吉な
りの
義を釈
するなり
。
其
の三陽
の志意皆
外に在るを以て
、
己に
行けば則ち従
って
茅を
抜く似た
り
。
征行し
て吉を得
。
此れ外物に仮り
て以て
義を明
らかにするなり
」
(5)
森野繁夫
『謝康築詩集』
巻下
―
―四
．―
-
五
ペー
ジ。
(6)
都立権
『陸士
衡詩
註』
(-
九三
0年五月
の自
序あり
。
人民文
学出版社
一九
五八
年
・
北京）
明治書院
【参考文献】0高
田真治
『詩経』
（下）
（漢詩大系
2
集英社
一
九九六年）
0本田済
『易』
（新訂中国古典
選1
朝日新聞社
昭和四十
一
年）
0今井
宇三郎
『易経』
上
（新釈漢文大系
二年
）
〇黄節
『謝康楽詩註』
（藝文印書館
昭和六十
一九
八七年
）
〇顧紹柏注
『謝霊
運集校注』
（中州古跡出版社
0李富運
『謝霊
運集』
（岳麓書社
一九
九八
年）
0森野繁夫
『謝康築詩集』
巻下
（白帝社
平成六年）
0森野繁夫
『謝霊
運論集』
（白帝社
二0
0七年
）
0藤井守
「謝
霊運の楽
府詩」
（日本中国学会報
第二
十七集、
日
本中国学会
一九
七五年
）
迫記
拙稿を提
出後
に
曹道衡
「従雨首
《折楊柳行》
看雨晉間文人心態
的髪化」
（『
漢魏六
朝文學論文集』
廣西師範大學出版社
一九
九
九年）
に謝霊運
「折楊柳行」
の冒
頭四旬
の典拠に
ついて
、
すで
に以下に示すよ
うな
指摘
がなされ
ている
ことを
知った
。
すなわ
ち「
謝霊
運在遣辞造旬方面、
也和陸機
一様
、
頗好使用
〈経書〉
和〈
子書〉
中的典故。
例如此詩開首
四句、
以風雪起興、
前者即
取《
老子
》第二十三章
的
『諷風
不終朝』
後者即取
《詩経
・小
雅·
角弓》
的
『雨雪漉漉、
見眼
（日）
日消。
云々』
と。
この
指摘を
見落
と
してい
た不明を恥
じる
。
ただ
し拙
稿の場
合、
劉向
の封
事
の文を
一
種の
典拠
としたもの
ではないかと
考え
ており
、
こうし
た見
方に
もある
い
は意味
があろうか
と考え、
敢え
て公表
するこ
とと
した。
（文教大学名誉教授）
(41) 
